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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、Gタンパク質シグナル伝達調節（RGS）ドメインとディズベルド・アキシン（DIX）ドメインを含む細胞質タンパク質をコードしています。コードされているタンパク質は、大腸腺腫症性ポリポーシス、カテニンβ-1、グリコーゲン合成酵素キナーゼ3β、タンパク質リン酸2、そして自身と相互作用します。このタンパク質は、wingless型MMTV統合部位ファミリーメンバー1（WNT）シグナル伝達経路の負の調節因子として機能し、アポトーシスを誘導することができます。このタンパク質の一部は、単独および他のタンパク質との複合体として結晶構造が解明されています。この遺伝子の変異は、肝細胞癌、肝芽腫、卵巣子宮内膜腺癌、および髄芽腫と関連付けられています。選択的スプライシングにより、複数の転写産物バリアントが生じます。
	研究分野
	アポトーシス、Wntシグナル伝達経路
	画像データ
	

	黒線：コントロール抗原（100 ng）；紫線：抗原（10 ng）；青線：抗原（50 ng）；赤線：抗原（100 ng）
	

	AXIN1マウスmAb（緑）を用いたHela細胞の免疫蛍光染色。青：DRAQ5蛍光DNA色素。赤：Alexa Fluor-555ファロイジンで標識されたアクチンフィラメント。
	

	AXIN1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。

